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#11-05 

【１月２９日～２月４日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２３年２月８日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼大統領選挙に向けた動き 

・２９日、ルプ大統領代行は、大統領選出のために全ての議

会政党の代表者による協議を行う必要があると発言。 

・３１日、共産党は、大統領選挙実施日程が決定されない限り、

大統領選出に関する連立与党との協議は開始しないことを決

定。同日、ヴォローニン前大統領は、共産党が支持し得る大

統領候補は政党と関係のない人物のみであり、ルプ大統領

代行を支持する意向は全くないと発言。これに対し、ルプ大

統領代行は、共産党は与党との建設的な協議を行う意志がな

いと批判、政党と関係のない人物の大統領選出への反対を

表明。 

・２日、共産党は、昨年４月に同党が提出していた、議会過半

数の賛成で大統領選出を可能とする憲法改正案を取り下げる

旨発表。 

・２日、ディヤコフ民主党名誉党首は、本年実施予定の地方

選挙と同時に、議会過半数の賛成で大統領選出を可能とする

憲法改正のための国民投票実施の可能性を示唆。 

・３日、ルプ大統領代行は、地方選挙と同時の国民投票の実

施の如何につき、ＡＥＩ評議会は協議を行うべきと発言。これ

に対し、ゴーヂャ自由民主党第一副党首は、同国民投票の

実施には反対である旨表明。 

▼その他 

・３１日、ルプ大統領代行は、次回議会を２月１０日に召集する

旨発表。 

・３１日、プラホドニュク議会第一副議長（民主党所属）は、同

副議長のルーマニア姓所有に関する報道は同副議長及び

民主党の評判悪化を狙った政治的策略と非難、ルーマニア

姓の効力停止手続をルーマニア政府に要請すると発表。 

・１日、ルプ大統領代行は、ナルィシュキン露大統領府長官

が共産党と民主党による中道左派の与党連合結成を求めて

いたとのミーシン共産党議員の発言を否定。 
・２日、クジミン駐モルドバ露大使は、内政干渉を行う意向は

ないが、ロシアはモルドバの政治情勢に関する情報収集を

目的に、各政党関係者との接触を続けている旨発言。 

２．経済 

▼マクロ経済 
・３日、経済省は、２０１１年のＧＤＰ成長率予測を３．５％、イ

ンフレ率予測を６％と発表。 

▼農業 

・２日、モルドバ政府は、次期収穫時までの小麦輸出禁止を

決定。同決定に先立ち、ブマコフ農業食品産業大臣は、昨

年（２０１０年）８月～１２月期における小麦の輸出量は昨年

比で３倍となり、このままのペースで輸出が続くと食料安全

保障が脅かされると発言。 

▼対モルドバ支援 

・２日、モルドバ・ソロス財団は、障がい者向け支援のために

２４２万ドルの供与を決定と発表。 

▼ガス 

・３１日、ラザル経済相は、モルドバが露の天然ガストランジ

ット料金の値上げを求めている旨発言。 
・２日、クジミン駐モルドバ露大使は、露ガス価格の見直しに

ついては、モルドバがイニシアティブをとるべきであり、露側

は如何なる問題でも検討する用意があるが、交渉は政治対

話及び相互尊重をもとにして行われるべきである旨発言。 
▼その他 

・１日、フィラト首相は、天然ガス料金の値上げに関連し、モ

ルドバは省エネ分野により焦点をあてるべきと発言。 

・２日、ゲオルギエフ氏を団長とするＩＭＦミッションが来訪。 

・２日、ネグルッツァ財務相は、２０１０年の国家予算歳入は２

００９年比４０億レイ増の２７５億レイと発表。 

・２日、エネルギー規制庁は、暖房費の９．４％値上げを決

定。 

・４日、新暖房費が発効。 

３．外政 

・３日、フィラト首相は、欧州統合に関する政府委員会会合を

招集。レアンカ外務・欧州統合相は、１月３１日にＥＵ査証廃

止に関する行動計画実施に向けた国家プログラムを欧州委

員会に送付した旨発言。 

４．沿ドニエストル 

・２８日、グリシチェンコ・ウクライナ外相は、ウクライナはモル

ドバの領土一体性及び主権の尊重に基づいた沿ドニエスト

ル問題の平和解決を目指していると表明、また沿ドニエスト

ル地域はモルドバの一部として特別な地位を付与されるべ

きと発言。 
・３１日、ミジェイ駐モルドバＥＵ特別代表は、アンチュフェー

エフ沿ドニエストル｢保安相｣と会談、拘束されているヴァル

ダニヤン記者に関する問題につき協議。 
・２日、ルプ大統領代行は、ミジェイ駐モルドバＥＵ特別代表

に名誉勲章を授与する大統領令に署名. 
▼経済 

・３１日、沿ドニエストル「経済省」は、２０１０年の沿ドニエスト

ルの工業生産高は２００９年比１．１％上昇の７億２，３２０万ド

ルと発表。 
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・２日、沿ドニエストル「経済省」は、２０１０年における累積資

本投資額は２００９年比５１．４％増の１億７，１５０万ドルに達

したと発表。 

５．防衛 

▼Ｍｉｇ－２９戦闘機の売却 

・１日、Ｍｉｇ－２９戦闘機の競売が不成立。今回が４回目の

競売であり、２ケ月以内に再度競売を実施予定。 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と標記しています。 

（了） 


